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〔電気工学専攻〕
心電波形認識の試み

倉 田 康 浩

心電図は心臓機能診断に広〈利用されている。これは， 心臓の活動電位の時 間的変化を{本表面のい

くつかの点で計測したもので， 医者はそれらの波形形状に基づいて心臓機能， 疾病の判断を下す。正

しい診断が行われるためには訓練と多くの事例の経験が要求される。自動認識， 自動診断のための試

みは多くなされておりマイクロプロセッサーを組み込みある程度の自動認識を提供する卓上型のイン

テリジェント心電計や大型コンビュータと結んだ心電図自動診断装置が開発され， 実用に供されてい

る。本研究はマイコン上にPROLOGを用いたA I 型の自動診断装置を構築することを目指したも

のであるが， 本論文はその入力部に相当するもので， 心電波形から1フレームを切り出し， 診断に必

要な波形の特徴分析を試みたものである。

室内音響系のモーダル・モデル

坂 田 勉

F F Tなどデジタル計測技術の発達に伴い， 機械振動の分野で実験モーダル解析の技法が注目をあ

つめ， 種々の分野に応用されている。しかしながら， これらは通常弾性体の振動解析に応用したもの

である。本研究は， このようなモーダル解析の技法を例えば自動車のコンパートメントなど小音響空

間の音響特性の解析に適用したもので， 伝達系が弾性体ではなく流体(空気)関空間であるから， 駆動

入力にはシェイカーの代りにスピーカが， 応答出力のためには加速度計の代りにマイクロホンが使わ

れる。実験の結呆， 固有モードが比較的少ない低周波領域について有効で、あることが判った。

本研究の一部は “Modal Analysis of Acoustic Chambers" のタイトルで、Proceedings of IMAC 

S/ IF AC 1 nternational Symposi um on Modeling and Simulation of Dist ri buted Parometer Sys

tems (Hiroshima， 1987)， P.733-739で発表された。

声道伝達系の境界要素シミュレーション

高 木 良 輔

声道は一端が外部に聞いた音響管で1つの音響フィルタを構成している。母音の発生には母音特有

のスベクトル分布を必要とする。そのための所要の伝達は， 伝達系の断面形状， 放射端形状を変える

ことによって達成される。境界要素法は開領域問題にも容易に対応できる。本研究は， 複雑な形状を

した音響伝達系を境界要素法によりモデル化し， 伝達系のシミュレーションを試みたものである。た

だ， 先に行われた有限要素モデルによる結果との比較では完全な一致がまだ得られていない。

本研究の一部は， “境界要素法による声道シミュレーションとそのモー夕、ル・モデル" というタイ

トルで， 日本シミュレーション学会第8 回電気・電子工学への有限要素法の応用シンポジウム( 東京，

1987)， P. 87-92で発表された。
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細胞 (原生動物)の電界効果と電界融合の試み

谷 地 章 史

繊毛除去したゾウリムシが印加周波数8 MH z 以下で正の配向， それ以上(20MH z まで)で負の配

向を行うことを示し， 理論的に解析している。また， この細胞密度が大きくなると， 上の転換周波数

8 MH z を境に， 正のパールチェーンと負のパールチェーンができることを示している。更に， 改良

電界融合法によって， ゾウリムシを細胞融合させることに初めて成功している。

コオロギの発音に関与する筋肉とそれを制御する
神経システムの研究

塚 田 章

コオロギの雄は3 種類の発音をする。この発音に関与する神経系を決定するためには， まず， 発音

と筋電図との関係を明らかにすべきである。 コオロキ、の中胸部に極細の金属の 2 連電極を刺入して，

自由歩行時における発音と筋電図の両者の関係を明確にした。その結果， 誘引歌と求愛歌の両者に関

与する筋肉もさることながら， 求愛歌のみに関与する筋肉の存在することが明らかになってきた。誘

引歌と求愛歌の両者の差異は行動面， すなわち， 題の上げ角度にも， 左右両題の摩擦角度にも差異の

あることからうらづけられる このことから， これらの司令をつかさどる神経系にも差異のあること

が予測される。また， 発音に関与する神経系としては， 発音筋へ達している神経束を解剖学的に調べ

ること， 中枢の電気刺激と発音筋の電気活動の有無との関係を調べることにより， N3 a ， N3 b お

よびN 5 が発音に関与していることを明確にした。

電気インピーダンス法非破壊検査の
境界要素シミュレーション

中 粛 孝 文

非破壊検査は圧力容器等の安全保守の立場からも欠かせない技術であり， 超音波式， 電磁式 ( 渦電

流)など多くの手法が利用されている。電気インピーダンス法は導体に設けられた 2 点あるいは 4 点

聞のインピー夕、ンスを計測することによって電流路に存在する腐食やクラックを検出するもので， 資

源探査にも利用される。本研究は部材表面に設けられた多数の端子間で計測された電気インピーダン

スデータから部材裏面の腐食やクラック形状を推定する問題で， これを1つの逆問題としてとらえて

境界要素法を用いてシミュレーションしたものである。 2 次元モデルを対象としたシミュレーション

において，いわゆる l ead th eo rem に基づいた手法を採用した場合，腐食の形状が精度よく推定できる。

しかし， クラッ クのように幅の狭いスリッ ト状の割れはより幅の広い割れとして推定きれる。

本研究の一部は， “Bo u nda ry El ement Si mulatio n of El ectrical  I mpeda nc e  No nd田truc ti ve

Inspecti o n " というタイトルで， Bo u nda ry El ements V(l)， P. 2 4 9- 2 58(Spri ng er-Verlag) 

P ro c eedi n gs of th e 8th I nternati o nal Co nf erenc e(Tok yo ， 1986)で発表された。
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コロト コフ音の発生機構の基礎的研究とその臨床応用

藤 田 明 弘

血管は経年とともに， 梗化し， 内部への諸物質の沈着度の高まることが， 各種臨床報告から明らか

にされてきている。これらの疾病を体外から計測する一方法として， 血管を圧迫したときの乱流等に

基づく音の利用を考察した。これを裏付けるために， 人工血管の圧迫時における流体が発する音を，

腕の中の動脈の存在を模擬したモデルを使用して， 採集し， 周波数分布をしたところ， 定性的には人

体で得られている結果と類似の特性が得られている。また， これを臨床的に確認するために， 10代，

20代， 40代， 60代等の各層に所属する20例ずつコロトコフ音を周波数分析したところ， 特徴あるパタ

ーンを示した。これらパターン分類をすることにより， 各人のコロトコフ音の周波数分析を利用して，

血管の老化度を知ることができる。

〔工業化学専攻〕

架橋アヌレン類の合成と性質

溢 谷 光 夫

1 ， 6 ージホルミルシクロへプタ-1， 3 ， 5 ートリエンの高次ビニローグの合成を行い， これを

TiCl aを用いて還元的カップリング反応を行うと， 2 分子縮合による二量体および分子内カップリン

グした架橋アヌレン類が生成した。

二量体では， 2 重架橋の20π， 24π電子系化合物を単量体では12π， 18 1r， 20π， 221r， 24π電子

系化合物を合成し'4n+2Jπ系化合物では常磁性環電流を， また， 4 n Jπ系化合物では反磁性

環電流の存在することを見い出した。

Mechanistic Studies on the Chemistry of Organosulfur 
Compounds. Alkaline Hydrolysis of N・Halosulfilimines，
Sterically Hindered Sulfenic Acids. 

藤 井 宏

有機イオン化合物は医薬や農薬として， また合成の中間体としてよく用いられている。それにもか

かわらずその反応の機構は炭素中心の機構に比べてあまりよく研究されていない。本研究ではそのう

ち反応性中間体として標題の 2 つを選んだ。

Nーハロスルフィルイミンのアルカリ加水分解によるスルホキシイミンの生成機構に関しては速度

論的な取扱いによって， すなわちアルカリ濃度依存性， 置換基効果， 活性化パラメーター， 溶媒効果，

及ぴ同位体効果の検討の結果， 反応は単なるSN2 ではなく， SN2 型加溶媒分解であることがわかっ

た。後者に関してはα ーメトキシエチルアルキルスルホキシドを合成したとこれ， 室温で速やかに

転移とそれに続いて加水分解が起こり， 新しい型のパルキーな構造を持 つ比較的安定なスルフェン酸

の生成が確認された。
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溶材処理石炭液化油重質留分の化学構造に関する研究
一中性と酸性成分の分析一

村 岸 武 夫

石炭液化泊の製造が先行して， その中に含まれる発癌生物質とその環境への影響に関する研究は少

ない。本研究では， 住友金属工業側製の溶剤処理法による石炭液化油重質留分(bp. 34 0-4 0 0 0C) 中の

中性と酸性成分の化学構造をキャピラリーGC-MS， H PLC 蛍光分析及ぴキャピラリーGC保

持指標により調べた。その結果， 中性成分の95.5%， 酸性成分の75.4%の化学構造， 更に発癌生物質

の含有量を明らかにすることができた。

縮環キノメ チッド化合物の合成と性質

室 谷 昌 宏

シクロへプタ〔α〕フェナレン 6 ， 12 ジオンを出発原料として， マロンニトリルとの反応により

13， 13ージシアノー6ーメチレンシクロへプタ〔α〕フェナレンー12ーオンを， また， ジフェニルケテ

ンとの反応により， 13， 13 ジフェニルー6 メテレンシクロへプタ 〔α〕 フェナレンー12ーオンの

合成を行った。ジシアノ体は原料のジオン体と同じようなlH-NMRスベクトルを与えたが，ジフェ

ニル体ではlH-NMRスベクトルで七員環部がかなり高磁場に観測されることより， 極性構造の寄与

の大きいことを示している。

抽出剤および充填剤にナフタリンを用いる
微量金属(N i ， P d， C u)分析

山 田 茂 昭

抽出剤および充填剤にナフタレンを用いる微量金属(Ni ， Pd， Cu)分析に関する研究を行ない， 次

の結果を得た。(l)PQDOを用いた抽出法によるNi， Pd 定量分析およびTPTZ， TPBを用い

たカラム法による C u 定量分析の基礎的諸条件を確立した。( 2 )いずれの場合も1%吸光度感度は0.1

(μg/ ml) 以下であった。( 3 )標準偏差法による分析精度は2.5%以内である。( 4 )原子吸光の利

用により妨害金属の影響は除去が可能で‘ある。
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新石炭アルキル化反応生成物の構造解析
ーベンゼン可溶分のG P C 分析一

山 村 重且
-'0'.. 

石炭をZ n/n-C4HgI系で処理するとベンゼンによく可溶化するようになる。石炭にこの処理を何

度も繰り返して行なうといかほどまで可溶化するのか， またこのベンゼン可溶化物がどのような成分

から成るのかをGPC分別を行って調べた。 1聞の処理ではベンゼンに13-48%しか可溶化しない石

炭も処理を繰り返すことにより50-76 %可溶化した。 1回処理石炭のベンゼン可溶化物を繰り返し処

理すると n ヘキサンに最高96 %も可溶化した。また可溶化成分は石炭構造をあまり破壊せずに高度

にアルキル化された成分から成ることがわかった。

N -未置換のスルフィルイミンの物性と化学反応性

横 田 尚 子

スルフィルイミンは硫黄と窒素の半極性結合を持つ化合物であるが， その中で基本構造を持つN 一

未置換のスルフィルイミンは不安定なためにあまりよく研究されていない。本研究ではS， Sージア

ルキル， S， Sーアルキルアリール， S， Sージアリール体全てに旦ってN一未置換のスルフィルイ

ミンを合成し， S-N結合の強さと化学反応性といっ観点から， 1 Rスベクトル， NMRスベクトル

及びマススベクトルのìQlj定によりS-N結合の性質を検討し， また塩基性を測定することにより， ス

ルフィルイミンの強い塩基性を利用した反応の予測が可能となった。さらに熱分解速度を測定した結

果， N一未置換のスルフィルイミンの不安定性の原因はそのS-N結合の弱さよりもむしろ自触媒作

用によるものであることが分かった。

〔金属工学専攻〕

N i -AI合金の電気抵抗による低温時効の検討

岡 本 康 夫

Ni-Al合金時効によりy'が析出するがその析出挙動についてはいまだ不明な点が多い。本研究

では Ni-6 .3および7 .5% Al合金について低温における初期時効過程の電気抵抗変化を細か〈測定し，

その結果， 溶体化処理直後からの電気抵抗の上昇を認め， TEM観測により， マトリックスより格子

間隔の大きい直径50-100 nmのドメーンの存在が明らかになった。このドメーンが次第に〆に変化

すると考えられる。
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Cu基多結晶合金の加工硬化

七 野 勇 人

C u基合金において， 従来よりの応力 一ひずみ曲線の近似について引張試験の基本的検討より始め，

Ludwik 式近似により再検討した。その結果， 試片形状は従来の常識どおり， 影響が大であることが

分かった。この点を踏まえて得られた実測の応力一ひずみ曲線は単なるシミュレーションにより近似

ていきた。しかし， 近似曲線に物理的意味が無いという結果が得られ， 加工硬化は転位の下部組織と関

係する平均自由行程で整理すべきであると指摘された。

鉄及び鉄ーニッケル合金の歪時効に及ぼす
侵入型溶質原子の拡散と析出

白 石 裕

歪時効実験によりえられた固溶炭素， 窒素の拡散活性化エネルギーと内部摩擦から求めた活性化エ

ネルキーはよく一致し， 時効現象が転位と固溶炭素， 窒素の相互作用によるものであることが明らか

となった。 又Niの添加は時効を促進させる事が確認された。

極低炭素鋼の冷延再結晶微視組織に
及ぼす微量窒素・ニオビウムの影響

竹 田 美緒子

極低炭素冷延鋼板の回復再結晶過程， 再結晶完了後の微視組織に及はす微量窒素， ニオビウム添加

の影響を透過電子顕微鏡により直接観察を行い ①電顕薄膜作成の困難であった極低炭素鋼薄膜の作

成に成功した。 ②微量ニオビウムの固溶， 析出と再結晶過程の関連性を明確にした。

鉄合金の孔食に関する基礎的研究

田 中j青 知

本論文は金属材料の局部腐食現象解明に関する研究の一環として， NaCl を含むH2SO.7.Kì容液中に

おける18-8ステ ンレス鋼の孔食現象に及ぼす環境側因子の影響を検討したものである。すなわち， ス

テ ンレス鋼の陽分極挙動， 定電位条件下における電流密度 一時間曲線の経時変化並びに定電位腐食試

験等の電気化学的測定結果ならびに腐食形態に関する光学的観察結果をもとに孔食の発生及び成長過

程に及はす各国子の影響を明確にした。
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AI一Mg合金鋳魂における羽毛状晶の形成機構

中 根 秀 行

Al及び Al 合金に特有な鋳魂マクロ組織である羽毛状晶について， その形成機構を考察した。実験

は， まず種結晶を用いた一方向凝固法で洋々な向きに羽毛状品を育成し， 次にミクロ組織観察で双晶

境界の形成する過程を追跡、観察した。その結果， 二方向から成長するデンドライト枝の合体で双晶境

界が形成されるものと考えた。次にショックデカント法で得た試料について凝固界面のSEM観察を

おこない実際に理論どおり双晶境界が形成されているのを確認した。

酸性抽出剤による鉄の抽出速度に関する研究

畑 中 秀 夫

jE. 式精練における溶媒抽出法の適用は， 資源再利用および、操業の省エネルギー化の観点から， 非常

に重要視されてきている。

本論文は主要な酸性抽出剤であるD2EHPAおよび Versatic Acid 10を用いて，過塩素酸溶液から

のFe3+ の抽出に関して研究を行ったものである。すなわちD2EHPAによるFe3+の抽出平衡 式を明

らかにするとともに， D2 EHPAおよび Versatic Acid 10によるFe3+ の抽出速度に及ぼす種々の因

子の影響について考察した。

PREPARATION AND SINTERING OF FINE POWDERS 
OF ALKOXIDE-DERIVED ZINC OXIDE 

Mikio HA Y ASHI 

Zinc alkoxide was synth田ized fr om diethy lzinc and ethan ol， and hydr olyzed to give zinc 

hydroxide. Thermal decomposition o f  zinc hydroxide provided ZnO powders. The characteri

zation and sintering of the resulting powders were carried o ut by X-ray diffraction， scanning 

electr on micr凶copy， therm ogravimetry， di fferential thermal  analysis， and the sp配ific sur

face area measurement. The higher firing temperature gave the coarse particle size ( 40 nm 

at 6 48 K， 80 nm at 898 K and 150 nm at 1148 K). ZnO was sintered at 1373 K for 14.4 

ks in dry air. In the densification pr配白s， it w as c on firmed that both the grain gr owth and 

the卯Ire gr owth pr oceed with time. 

(It w as enunciated by T. SHIMAZAKI at '87 International  Symposium on 

Sci ence and Techno l唱y of Sintering. Tokyo， Nov. 4-6， 1987) 

- 73-



急速加熱された窒棄を含む極低炭素冷延鋼板の
再結晶集合組織

正 橋 幸 一

冷延時に窒素を固溶させると{1 1 1 I軸密度は焼鈍再結晶過程で抑制され昇温速度が早い程顕著で、

ある。又昇温速度が遅い程冷延某合組織が残り易(， {1111<112>に強〈集積した特色ある3 極

構造を作る事が明らかとなった。

〔機械工学専攻〕

静圧気体スラスト軸受の諸特性に及ぽす気体の
慣性力の影響に関する研究

相 川 浩 樹

単一給気孔を有する円板形静圧気体スラスト軸受を対象に， 流れのレイノルズ数が非常に大きい場

合においても軸受の動特性の計算が可能な解析モデ勺レを提案し， 計算結果は， 静特性， 動特性とも実

験結果によく合うことを確かめた。つい てコ スロット絞りを有する静圧気体スラストカラー軸受の動

特性に及ぽす気体の慣性カの影響を理論的， 実験的に調べた。

アルミニウム合金の極低サイクル寓食疲労下における
き裂進展挙動に関する研究

麻 本 充

低速域における腐食疲労き裂伝ぱ挙動に及す応力繰返し速度及び応力波形の影響について， アルミ

ニウム合金A70 03-T6を用いて 3%塩水中の実験を通じて検討した。腐食疲労き裂伝ぱは腐食溶解

による加速と， 二次き裂の発生， 鈍化などの亀裂先端部形状変化による減速の二面性をもち， これら

主要支配因子の異なる二つの繰返し速度領域の存在することが明らかとなった。破面下に形成された

二次き裂の深き及びその密度を実測して， 分枝・鈍化したき裂の応力拡大係数を推定する方法につい

て検討した。
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並列2円柱まわりの流れと平板の干渉に関する研究

北 山 武 司

主流に垂直で、かつ平板とすきまを有して設置された並列2 円柱の間隔及びすきまの変化に対する円

柱表面圧力の測定， 円柱後流速度の測定を行い， さわに流れの可視化実験から， 2 円柱まわりの流れ

及ぴ平板との干渉を明らかにした。その結果， 円柱白由端前方で斜め下降流が生じ， すきまの増加に

より， それが円柱背後への吹き上げ流れとなるQ また， 間隔が狭い場合には， 一方の円柱に偏る流れ

が発生し， それに対応して揚力， 抗力が変化する。ここでt暴力がすきまの増加とともに減少するため，

偏り流れはすきまの増加により抑制されることがわかった。

非定常熱線法による高温域での断熱材の
熱伝導率に関する研究

倉 部 美 希

本研究では， 高温域における物質の熱伝導率を非定常熱線法によって測定するための装置を作製し，

測定の際に生じる問題点を様様な角度から分析することによりその制度を明確にする。測定はマイク

ロコンビュータによって自動化， 高速化を行ない， 熱伝導率測定の高制度化をはかった。

さらに， 現在広く使用されている数種の断熱材の常温から高温域までの熱伝導率をこの装置によっ

て測定し， その結果を考察した。

低サイクル疲労下における複数疲労 き裂進展の
相互作用に関する研究

姫 野 徹 治

繰返し応力下の機械・構造物中に存在する複数き裂の弾塑性条件下におけるき裂進展の相互作用を

明らかにする為に， 同種材または異種材の二枚のコンパクトテンション試験片を組み合わせたモデル

実験を行い， 各試験片のき裂進展挙動， き裂開閉口挙動， ラチェット変形の差異をもとに検討した。

また， 相互作用の機構を理論的に明らかにする為に， き裂のひずみエネルキ、解放E容をもとにき裂進展

経路の推定を行い， 相互作用の新しい機構を提案した。
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平行軸まわりに回転する長方形管内の流れに関する研究

村 川 勇 人

管軸と平行な軸まわりに回転する長方形管内での強制対流熱伝達の発達域における層流について，

浮力の影響を考慮、し， 差分法による数値解析を行った。そして種々の縦横比及ぴプラントル 数におけ

る流れ場・温度場・圧力場及び管摩擦係数とヌセルト数等を調べた。その結果， 浮力の影響により管

内に二次流れが生じ， 更に浮力の影響が強くなると， 圧力の不均衡により管内に付随渦が発生・発達・

.消滅することがわかった。

スクイーズ膜特性に及ぼす潤滑流体の慣性力の
影響に関する研究

守 田 範 夫

平行円形非圧縮性スクイーズ膜を対象に， 比較的大きな振幅の正弦波状スクイーズ運動をする場合

における潤滑流体の慣性力を考慮、した特性を理論的， 実験的に調べた。慣性項を膜厚き方向に平均化

して取り扱う解法は広い範囲にわたって近似の精度がよいことがわかった。

〔生産機械工学専攻〕

急冷凝固粉末法による7475系アルミニウム合金の
超塑性特性改善に関する研究

中 川 寛

高強度7475A 1合金の超塑性変形速度の高速度化とキャビテーション抑制のため， 急、冷凝固粉末冶

金法(PM法)を適用した超塑性板製造法を開発し， 従来の溶解鋳造法(1 M法)によるものとの超塑性

特性を比較検討した。その結果， PM材では変形中の動的再結晶によってその結晶粒組織が著しく微

細化し(d::::3μm)， 1O�1 S�lオーダ(1 M材; 1O�4 S�lオー夕、) での高ひずみ速度超塑性変形が達成さ

れた。
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凹面鏡の形状測定に関する研究

森 川!厚 司

近年， 超精密加工技術の進歩により非球面鏡が作成可能となった。そのため高精度の形状測定方法

が必要ときれている。本論文では， 幾何光学(フーコーテスト)と波動光学(ゾーンプレート干渉計)の 2

つの観点からこれを検討した。特にゾーンプレート干渉計においては， ゾーンプレートを光軸方向に

移動させ， 移動量に対応する光学的な光路長の変化により生ずる干渉縞を解析 し， 非球面鏡形状を測

定する方法を考案し実験した。

〔化学工学専攻〕

チタン酸バリウムセラミックスの合成プロセスに関する研究

岡 田 一 成

チタン酸バリウムセラミックスの原料粉末を， 金属アルコキシド法を含む三種類の液相反応と一種

類の固相反応により調整し， ついでそれぞれの粉末を成形し， 焼成し， 多結晶焼結体を得た。

得られた合成原料粉末の特性ならびに焼結体の物性， 微細構造および誘電特性を調べ， それより各

合成法による原料粉末の特性とチタン酸バリウムセラミックスの特性・機能との相関性を検討した。

液体膜分離操作に基づく銅(II)の透過機構

川 治 信 介

2 ，9 dimethy l-4， 7・dipheny l-l ，10明phenanthr oli ne をキャリアーとする銅(IIJイオンの液体膜透過

機構の検討を行った。 2 枚の親水性膜間にキャ1)アー含有の有機溶媒を注入して， 液膜の安定性を計

り， 各種陰イオン種， PH値に基づく銅(11)イオンとキャリアーとの親和力の差を透過推進力とし

て， 銅(11)イオンの選択性， 濃縮率および透過速度について明らかにした。
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気・液上昇平流接触反応装置における物質移動特性

川 島 清 隆

不可逆瞬間反応に連結される固体の関与する反応系として， 空気で飽和した塩酸水溶液中で、のCu2+

による銅の溶解速度を， 気液平流式の垂直円管型ならびに充填塔型装置で測定した。得られたCu(S

の溶解速度を， 不可逆瞬間反応: Cu+ +2Cl- ー→ CuC12 にCu2+ +Cu(S)ニコ2 Cu+ が連結される

として， Cl の高濃度域をCu2+ の液本体から国体表面への拡散過程が， またClーの低濃度域で液本

体から反応面へのCl の拡散過程がそれぞれ律速するとして解析した。

乱流促進体による伝熱促進機構

米 谷 正 弘

熱および物質移動のアナロジーから流路内に矩形乱流促進体を流れ方向と直角に複数個設置した場

合に， 電気化学的方法により物質移動係数を測定し， フローパターンからその促進機構を明らかにし

た。また流体摩擦係数の測定により性能評価を行ない， 乱流促進体使用の有効性を追求した。

米粒の乾燥方法と乾燥応力

田 中 秀 佳

吸着剤(シリカゲル)による米粒の乾燥方法を追求した。湿ったもみ米とかわいたシリカゲルを密閉

容器に入れておくと， もみ米からシリカゲルへと水分が移動する。比較的単純 なモデルに基づいてそ

の水分移動機構を解析すると， そのときのもみ中の玄米粒内部の含れ率分布を推定できる。

その結果を応用して粒部の応力変化を計算し， この乾燥方法によれば乾燥割れの発生を抑えること

ができることを確かめた。

ニッケル鉱石の湿式処理
一浸出液中のMgS04の品出一

中 島 隆

ニッケル鉱石を濃硫酸で処理した浸出液にアルカリ (Mg O粉末) を添加するとFeおよびNi を水

酸化物沈殿としてろ過分離できる。ろ液(ほぽ中性のMgS04水溶液) にアセトンを加えてMgS04 の

溶解度の変化を測定し， アセトン添加量を40-50wt %にとると溶解度が著しく低下することを見出

した。

この結果より， MgS04 を除いた水ーアセトン混合液を蒸留などによって経済的に分離できるなら

ば， ニッケル鉱石の湿式処理法の実用化が可能になることがわかった。
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ロータリーリフターを装備した単一水平回転
円錐型容器による閉回路造粒操作

野 末 達 也

本研究において開発された造粒機能と分級機能とを有する単一水平回転円錐型容器による閉回路造

粒システムを小型化し， 操作を単純化するために， 同容器小口径端より排出する 未造粒小粒子群を再

供給し， 大口径端より均一球状造粒製品を回収するためのロータリーリフターを開発した。

きらに， 同リフターを装着した上記円錐型造粒機を用いて， 種々の操作条件のもとで炭酸カルシウ

ム粉末一水系の閉回路造粒操作を試み， 造粒製品の改善を実験的に確かめると同時に， これに基づく

新しい省エネルギ一的造粒プロセスの開発・設計の指針を与えた。

(化学工学論文集V01. 13， pp. 529 ( 1987)に掲載)

回転円板法による粒子形状分離
粒子形状解析とその分離機構一

林 武 彦

種々の形状を有する粒子混合物から必要とする形状の粒子群を連続的に効率良く選別するために，

渦巻スクレーパ付傘型回転円板を用いた形状分離器を試作し， 同装置の形状分離特性を粒子形状解析

に基づいて実験的に検討した。

さらに， スクレーパ壁沿いの楕円柱粒子の挙動に着目した粒子運動シミュレーションにより ， 本装

置の異形粒子の分離機構について考察し， 粒子形状分離特性に及ぼす粒子摩擦特性及び各種操作条件

の影響について検討した。

〔電子工学専攻〕

(粉体工学会秋期研究発表会(1986， 東京) で発表)

強誘電性液晶セルにおける電気的・光学的特性

大内 田 裕 史

強誘電性カイラルスメクチャクC(SmC* ) 液晶は平板ディスプレイテ、パイス用材料として注目され

ている。本研究ではエステル系混合液品を用いてセル厚約2μmのセルを作製し， 電界印加に伴う光

学異方性の変化を偏光顕微鏡で観察した。また， 印加電圧， 周波数， 温度による電気的・光学的特性

の変化を測定して分極反転の過渡応答機構を検討した。電界無印加時の分子配向状態， 配向膜の極性

及びその強弱， イオン性不純物量が電界誘起変形と過渡応答に影響を及ぽしていることが明らかにな

った。
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S i (100)菌上へのG e のヘテロエピタキシャル成長に関する研究

片 岡 陽 一

Si (100) - 2 X 1 表面上に成長させたヘ テロエピタキシャルGe撲の結品性や電気的特性を， 低速電

子線回析(LEED)， オージェ電子分光(AE S)， X線回析 ， ラマン散乱， 及びホール効果の測定に

より研究した。 基板温度が 350.C以上のとき， 高品質の Ge 単結晶膜を得るには1000Â以上の膜厚が

必要で、あった。 さらに， 低温であらかじめ Geの超薄膜(< 200Á)をバッファ一層として成長させる

2段階成長法がより薄い膜厚(< -400Á)で良質の Ge 膜を成長させる上で有効であった。 キャリア

濃度や移動度の温度変化の測定によって， 電気的特性と結晶性(歪や欠陥) との相関も明らかにした。

強誘電性SmC* 液品セルにおける分子配向制御

川 田 靖

強誘電性SmC* 液晶をディスプレイに応用するに当たって最大の技術的難関は初期分子配向の制御

方法の確立である。 本研究ではポリアクリロニトリル， ポリフッ化ビニリデン， テフロン等の有機高

分子膜又はY203， Sm203， A1203 等の金属酸化物蒸着膜でセル壁面を覆った。 更に， 単方向ラビン

グ処理を行い， 液晶分子の配向状態を比較検討した。 また， 電界印加徐冷法による配向の改善も試み

た。

その結果， Y203の斜方蒸着と電界印加徐冷の組合せで良好な分子配向が得られた。

C u I n S2のCVD薄膜における電気伝導制御

川 遁 徹

CuI nS2 は， バンドギャップが1.5 eV であり， 太陽電池材料として期待されている。 スプレー法で

作ったCuI nS2膜は， S過剰組成で p形， S不足組成で n形の電気伝導となる。 また， 電気伝導の制

御方法として熱処理が有効である。 本研究では膜厚方向に組成分布を形成し， ホモ接合の作製を試み

た。 電庄一電流特性， 電圧 一容量特性， 光起電力特性からホモ接合の形成を確認した。 太陽電池とし

ては空乏層の幅を広げる必要があり， 不純物濃度を低〈抑えるための熱処理条件の詳細な検討が今後

の課題である。
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G a A 5 (100)面とG eのヘテ ロ接合界面に関する研究

近 藤 達 巳

GaAs(100 ) 表面にGe を薄< (< 30Å ) 蒸着した時の界面での相互拡散について， オージェ電子分

光(A ES ) ， 低速電子エネルギー損失分光(L E ELS ) により研究した。GaAs表面はAr イオンス

パッタリングとアニーリングを繰返し行うことにより清浄化した。GeとGaAsの界面はGe を基板温

度 3500C以下で蒸着し時にはほぼ急峻で、あること， 4500C以上では相互拡散が生ずること， この時，

Asの方がGaより速くGe 中に拡散することなどを明らかにした。相互拡散するとき， L EELSで

はGe中に拡散したGa原子に帰国する新しい損失構造も見出した。

S i と Auの界面形成に関する研究

出 口 康 之

10-9 Torr台の真空中でスパッタした Si ( 100 ) 面上に Auを蒸着した時の界面反応性について， X

線光電子分光( X p S ) ， オージェ電子分光( A E S ) ， 低速電子エネルギー損失分光(L E ELS ) によ

り研究した。スバッタしたSi表面上では清浄な Si面上に蒸着した場合と異なり， AuとSiの低温界

面反応は Auの蒸着直後から進行し， 反応に対する Auの臨界膜厚は存在しないことを明らかにした。

又， Au及ぴSiの内殻順位の Au蒸着量に対するシフトから， AuとSiの聞には電荷移動が生じてい

ることを示した。

狭帯域アンテナの整合に関する研究

鳥 山 朋 二

アンテナと給電線との整合をとることは， 信号の乱れや， 伝送損失をなくする上で非常に大切なこ

とである。この場合， インピー夕、ンスの変化が大きなアンテナの整合をいかにしてとるか， が 重要な

課題となる。インピーダンスの変化には周波数による変化と自然環境等による変化とがある。 この為，

本論は， 中心周波数において常に整合をとる為のマイコンによる自動整合器および使用周波数帯域内

で歪のおきない為の位相器を開発し， 総合的なアンテナ特性につき検討を行った。
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垂直磁気記録ヘッド用磁性薄膜の研究

福 田 淳 一

高密度磁気記録方式の垂直磁気記録で使用するヘッド用薄膜について研究した。 EPマ グネトロン

スバッ タ法によりCoZrアモルファス薄膜， および CM Fマ グネトロンスバッタ法によりCoZrNb ア

モルファス薄膜を作成し良好な軟磁気特性を得た。 また試作したヘッドの電磁変換特'生は まず まずの

出力を得た。 また CM Fマグネトロンスバッ タで， 高透磁率磁性体であるCoZrNb合金に対しでも十

分マ グネトロンスパッ タを適用できることを確認した。

CTS法によるZnS:Mn薄膜の不純物準位の測定

本 田 聡

薄膜エレクトロルミ ネセント(T F E L)素子の発光特性には薄膜中に存在する不純物準位のキャリ

ヤ捕獲・放出が大きく関与している。 本研究て、はZnS : M n( T F E L) 薄膜にパルス電圧を印加した

時に流れる過渡電流の波形について， 光 CTS法(Photo lnd u c e d  Cu rrent T ra nsi ent Spectroscopy) 

と同様の解析方法で薄膜内部の準位を測定した。 Y2Ü3 を絶縁膜とする絶縁構造型のZnS: M nT FE L  

膜の内部に 3 つのエネルギー準位が推測され， その7ち ZnS: M n 膜中に存在すると考えられる2つ

つの準位のエネルギーがM nドープ量によって変化することが明らかになった。

文字の手書き変動に関する研究

松 平 正 年

本論文では手書き漢字における丈字の傾きの検出方法についての考察， 文字線幅の規格化手法， ま

た， 新しい変動評価量を用いてこれまでに提案されている各種規格化法について実験と考察を加えた。

さらに， 二次変動を吸収する規格化のーっとして， 点密度周辺分布の相対的規格化手法を提案した。

その結果この方法では基準パ ターンの選び方が問題となるが， 選び方によっては他の規格化を凌ぐ結

果が得られることがわかった。
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金属島状薄膜上の色素の光学的性質に関する研究

森 口 輝 雄

真空蒸着した金， 銀の島状薄膜に吸着したローダミン6 G(R6 G)等の色素の光吸収， ルミネッ セ

ンス， ラマン散乱を測定し， 金属薄膜特有のプラズマ共鳴による電場増大や， 色素の量子効率の変化

等の競合により光学過程の性質について研究した。 溶液中では強いルミネッセンスの為に観測されな

いラ マン散乱は， 電場効果と無輯射過程の増大によって， 金属表面上で強く観測される。 ラマン散乱

とルミネッセンス強度の金属膜厚依存， 及び励起波長依存性を詳しく調べることによって， 電場効果

と化学効果に関する重要な知見を得た。

先端給電アンテナに関する研究

柳 瀬 信 雄

現在最も良く使用されている放射素子であるダイポールアンテ ナは， 周波数が低くなると入力イン

ピー夕、、ンスの実部が小きくなるため， 整合をとることが困難となり， 放射効率が下がるため小形で周

波数帯域の広いアンテ ナは得られていなかった。 一方， 近年は， テ、イジタルの通信が行われて来つつ

あり， 帯域の広いアンテ ナが必要ときれて来ている。

本論は夕、イポールアンテ ナの先端にも給電しインピーダンスの改善と， 指向性の改善を目指し， 高

周波回路論的解析およびアンテ ナの理論解析を総合した解析法を用い研究を行い， 多大の改善が可能

であることを示した。
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